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調査の概要、実施状況、集計結果

『全国統一治安意識調査（平成 年）』概要

調査概要

調査票

調査実施状況

調査実施施設・場所，曜日（都道府県別）

講習区分（都道府県別，×性別・年齢層）

回答者属性（都道府県別，性別，年齢層など）

無回答率（都道府県別，設問毎）

全体の集計結果

単純集計（実数）

集計表（単純集計，年齢・性別とのクロス集計）
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＜特集　「全国統一治安意識調査」をめぐって＞
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(1) 『全国統一治安意識調査（平成 27 年）』概要

 調査概要

 平成 年 月 日付で、警察庁生活安全局生活安全企画課長より、警視庁生活安全部

長および各道府県警察（方面）本部長宛に、『「治安に関する住民意識調査」の実施につ

いて（依頼）』の事務連絡文書を発出。

 調査概要は以下のとおりであった。

実施期間：平成 年 月 日から同年 月 日までの間

必要回答数：各都道府県 部

調査概要：

 受託業者から、各都道府県警察の担当者あてに調査票が 部送付される。

 担当者は、運転免許担当部署の了解を得た上で、運転免許試験場等において

上記実施期間内に調査を実施し、上記必要回答数を回収する。

 担当者は、調査結果を「実施結果票」及び「総括報告書」に記載し、調査実

施施設・実施場所・実施日・更新区分ごとに束ねた記載済み調査票とともに、

受託業者宛て返送する。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「人口推計」全国* 

合計 

10北海道  
20青森 
21岩手 
22宮城 
23秋田 
24山形 
25福島 
30東京 
40茨城 
41栃木 
42群馬 
43埼玉 
44千葉 

45神奈川 
46新潟 
47山梨 
48長野 
49静岡 
50富山 
51石川 
52福井 
53岐阜 
54愛知 
55三重 
60滋賀 
61京都 
62大阪 
63兵庫 
64奈良 

65和歌山 
70鳥取 
71島根 
72岡山 
73広島 
74山口 
80徳島 
81香川 
82愛媛 
83高知 
90福岡 
91佐賀 
92長崎 
93熊本 
94大分 
95宮崎 

96鹿児島 
97沖縄 

年齢構成（20～60代） 

20代 30代 40代 50代 60代 

「人口推計」全国＊ 出展：「人口推計」（総務省統計局） 
〈都道府県，年齢（5 歳階級），男女別人口－総人口（平成 26 年 10 月 1 日現在）〉
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